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「
墨
書
」
は
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
人
体
寄
生
虫
学
書
に
相

当
す
る
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
古
来
よ
り
寄
生
虫

に
関
す
る
文
献
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
「
諸
病
源
侯
論
」

（
単
元
巣
、
宋
代
）
巻
之
十
八
「
九
塁
諸
病
」
に
お
い
て
、
伏
虫
、
白

虫
、
肉
虫
、
肺
虫
、
胄
虫
、
弱
虫
、
赤
虫
、
嶢
虫
と
い
っ
た
九
虫
、

長
虫
、
赤
虫
、
嶢
虫
と
い
っ
た
三
虫
、
寸
白
虫
、
蛆
虫
な
ど
の
記

載
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
の
治
療
と
し
て
は
、
「
古

今
医
統
大
全
」
（
徐
春
甫
明
代
）
に
よ
る
と
九
患
や
五
臓
長
塁
の
処

方
と
し
て
狼
牙
散
、
槙
榔
散
な
ど
十
数
種
に
お
よ
ぶ
方
剤
の
記
載

が
あ
る
。
ま
た
、
蛆
虫
に
対
し
て
は
貢
衆
散
、
狼
牙
散
と
そ
の
加

味
方
、
三
墨
に
対
し
て
は
三
塁
白
欽
圓
方
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

つ
（
》
Ｏ

日
本
で
は
、
吉
田
意
休
ら
に
よ
る
「
墨
書
」
に
数
多
く
の
記
載

が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
治
療
は
吉
田
流
の
穴
名
を
用

弱
「
錨
書
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

戸
田
静
夫
・
亀
節
子

い
た
鍼
術
で
あ
る
。
特
に
「
鍼
口
傳
書
墨
書
」
で
は
、
寸
白
塁
、

傳
Ｆ
病
墨
、
穿
心
墨
、
翻
胄
墨
、
宿
如
患
、
鬼
胎
塁
、
血
驚
塁
、

肺
呑
塁
、
馬
尾
患
、
地
塁
、
五
積
、
気
積
な
ど
の
虫
が
図
解
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
「
諸
病
源
侯
論
」
で
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
虫
の
多
く
が
日
本
独
特
の
も

の
で
あ
る
か
、
吉
田
流
の
医
学
者
た
ち
が
独
自
で
見
出
し
た
も
の

で
あ
る
の
か
様
々
考
え
ら
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。

一
方
、
「
古
爲
本
鍼
灸
秘
書
」
で
は
、
先
述
の
「
鍼
口
傳

書
墨
書
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
虫
の
図
解
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
虫
の
図
は
、
「
鍼
口
傳
書
墨
書
」
よ
り
簡
略
で
あ
る
。

む
し
ろ
こ
れ
ら
の
多
く
は
「
鍼
治
諸
塁
論
図
」
、
「
諸
塁
鍼
治
療
論
」

と
類
似
し
て
い
る
。

「
鍼
口
傳
書
墨
書
」
で
は
、
そ
れ
ら
に
用
い
る
穴
名
が
百
守
、

肝
下
院
、
脾
下
院
、
左
校
、
右
校
、
暮
乙
、
催
典
、
中
胄
、
心
上

院
、
肺
上
院
、
肝
上
院
、
肩
類
、
九
珍
、
黄
分
、
臓
滑
、
乳
間
、

筋
低
、
五
借
、
十
一
夫
、
十
二
宴
、
裕
冥
、
託
脱
、
腸
境
、
門
儀
、

腎
上
中
院
、
命
門
上
中
院
、
九
祥
、
十
四
隆
、
腸
境
、
零
陰
、
廣

盧
、
円
滑
、
三
訂
正
、
七
穏
、
十
八
郭
、
気
律
な
ど
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
穴
名
の
ほ
と
ん
ど
は
、
「
吉
田
流
鍼
穴
法
、
家
秘
鍼
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載
事
項
も

み
と
れ
る
。

穴
」
（
吉
田
意
休
）
に
図
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
従
来
の
十

四
経
絡
上
の
経
穴
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
は
吉
田
流

穴
名
も
し
く
は
阿
是
穴
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
鍼
術
に
性
別
、
年
齢
、
陰
陽
虚

実
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
と
か
、
刺
鍼
に
つ
い
て
は
補
潟
や
鍼

刺
入
の
浅
深
を
考
慮
す
る
べ
き
な
ど
細
部
に
わ
た
る
注
意
が
記
載

現
代
西
洋
医
学
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
寄
生
虫
病
学
と
、
こ
れ

ら
の
時
代
の
医
学
者
の
寄
生
虫
に
対
す
る
医
学
研
究
を
同
一
視
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
・
こ
の
よ
う
な
書
物
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
、

吉
田
流
の
虫
害
が
書
か
れ
た
時
代
は
衛
生
事
情
が
良
い
と
は
い
え

ず
民
衆
が
様
々
な
寄
生
虫
病
を
は
じ
め
と
す
る
微
生
物
病
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
多
く
の
病
因
は
い

わ
ゆ
る
虫
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
古
爲
本
鍼
灸
秘
書
」
で
は
中
か
ん
、
た
ん
ち
ゅ
う

な
ど
の
よ
う
な
十
四
経
絡
上
の
経
穴
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
穴
名
を
記
載
し
て
い
な
い
墨
病
の
項
が
あ
る
。
そ
し
て
、
記

載
事
項
も
「
鍼
口
傳
書
墨
書
」
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
よ
う
に
読

さ
れ
て
い
る
。

は
た
し
て
鍼
術
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
改
善
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ

な
い
が
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
最
善
の
治
療
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
寄
生
虫
病
で
な
く
て
も
類
似
症
候
に
鍼

術
は
有
効
性
を
示
す
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
鍼
術
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ

ブ
（
》
０

（
関
西
鍼
灸
短
期
大
学
）


